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　　茂茂
しげひとしげひと

人人さんさん（下竹田）（下竹田）

　昨年４月から、トレーニングセンター２階の教養室で『山形村子どもたちの居場所』
（愛称『トロッコにこにこフレンズ』）のマネージャーをしている茂人さん。小学校３年
生から６年生の児童を受け入れ、学習習慣を付けたり、自主性や自己肯定感を高めた
りする支援をしています。
　「運営スタッフに恵

めぐ
まれました。われわれの方が子どもたちから学ぶこともあり、

毎日が充実しています」と話してくれました。
（３月18日　トレーニングセンター教養室にて）

華ばなしく
　 スタート

子どもの居場所を、子どもとともにつくる子どもの居場所を、子どもとともにつくる
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個
人
的
で
す
が
、

ま
た
ラ
ジ
オ
を
聞
く

よ
う
に
な
り
ま
し
た

▼
私
が
聞
き
始
め

た
の
は
中
学
生
の

頃
だ
っ
た
と
思
い

ま
す
。
当
時
、
同

級
生
と
の
会
話
で
ラ
ジ
オ
ネ
タ
が

出
て
聞
い
て
み
た
の
が
始
ま
り
で

し
た
。
当
時
は
ラ
ジ
オ
を
『
娯
楽
』

と
し
て
活
用
し
て
い
ま
し
た
。
テ

レ
ビ
番
組
同
様
に
、
聞
き
た
い
番

組
の
開
始
時
間
を
待
っ
て
臨
ん
だ

も
の
で
す
。
そ
の
後
、
年
齢
を
重

ね
る
と
ラ
ジ
オ
は
娯
楽
の
た
め
で

は
な
く
、
情
報
収
集
の
た
め
に
聞

く
よ
う
に
な
り
ま
し
た
▼
現
代
は

ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
で
ラ
ジ
オ
を
聞

く
こ
と
が
で
き
ま
す
。
お
持
ち
の

方
も
多
い
と
思
い
ま
す
が
モ
バ
イ

ル
バ
ッ
テ
リ
ー
が
あ
れ
ば
電
源
が

確
保
で
き
な
い
場
所
で
も
使
え
、

こ
れ
は
震
災
時
に
も
有
効
に
活
用

で
き
る
の
で
は
な
い
か
と
最
近
よ

く
考
え
ま
す
。
震
災
直
後
は
イ
ン

タ
ー
ネ
ッ
ト
が
繋
が
ら
な
い
状
況

に
な
り
ま
す
が
、
少
し
時
間
を
お

け
ば
情
報
収
集
に
役
立
つ
は
ず
で

す
。
ラ
ジ
オ
を
聞
く
と
時
に
は

笑
っ
た
り
、
励
ま
さ
れ
た
り
、
感

動
し
た
り
、
懐
か
し
い
歌
を
一
緒

に
歌
っ
た
り
。
と
て
も
気
持
ち
が

落
ち
着
き
ま
す
▼
ラ
ジ
オ
を
全
く

聞
か
な
い
と
い
う
方
も
一
度
聞
い

て
み
て
は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。

聞
き
流
す
だ
け
で
も
十
分
で
す
。

　

山
形
村
開
村
１
５
０
周
年
、
山

形
村
史
談
会
創
立
50
周
年
を
記
念

し
て
史
談
会
と
教
育
委
員
会
共
催

に
よ
る
歴
史
講
演
会
が
ト
レ
ー
ニ

ン
グ
セ
ン
タ
ー
大
ホ
ー
ル
で
開

催
。
１
２
０
人
が
耳
を
傾
け
ま
し

た
。
講
師
は
史
談
会
と
大
変
縁
の

あ
る
、
長
野
県
立
歴
史
館
（
千
曲

市
）
で
特
別
館
長
の
笹
本
正
治
さ

ん
で
す
。

　

日
本
史
に
お
け
る
最
大
の
乱
世

で
あ
る
戦
国
時
代
の
背
景
に
は
、

『
天
皇
も
含
め
、
強
い
権
力
が
な

か
っ
た
』
こ
と
、『
異
常
気
象
で
飢き

饉き
ん

が
起
こ
っ
て
い
た
』
こ
と
が
古

文
書
か
ら
わ
か
っ
て
い
る
そ
う
で

す
。日
本
中
が
争
っ
て
い
た
の
は
、

領
地
を
拡
大
し
て
石
高
を
増
や

し
、
生
き
抜
く
た
め
だ
っ
た
の
で

は
な
い
か
と
想
像
で
き
ま
す
。

信
濃
国
の
戦
乱

　

武
田
信
玄
は
天
文
17
年

（
１
５
４
８
年
）7
月
の
塩
尻
峠
合

戦
を
皮
切
り
に
、
天
文
21
年
8
月

ま
で
の
わ
ず
か
4
年
間
で
安
曇
や

筑
摩
の
両
郡
全
域
を
支
配
し
ま
し

た
。
そ
の
後
、
室
町
幕
府
が
滅
亡

し
て
安
土
桃
山
時
代
に
移
り
、
元

亀
4
年
（
１
５
７
３
年
）
に
信
玄

が
病
死
す
る
と
、
長
篠
の
戦
い

（
１
５
７
５
年
）で
織
田
・
徳
川
の

連
合
軍
に
武
田
勝
頼
が
大
敗
。
天

正
10
年（
１
５
８
２
年
）3
月
、
追

い
詰
め
ら
れ
た
勝
頼
は
自
刃
し
て

武
田
氏
は
滅
亡
し
ま
し
た
。
そ
の

年
の
6
月
、
本
能
寺
の
変
で
織
田

信
長
が
没
す
る
と
権
力
の
空
白
地

帯
と
な
っ
た
信
濃
は
地
域
ご
と
に

別
の
武
将
が
統
治
す
る
状
態
と
な

り
、
徳
川
と
豊
臣
の
思
惑
も
入
り

乱
れ
て
さ
ら
な
る
戦
乱
状
態
が
続

き
ま
し
た
。旧
山
形
村
地
域
で
は
、

天
正
10
年
8
月
26
日
に
小
笠
原
貞

慶
が
宝
積
寺
の
寺
領
を
安
堵
と
あ

り
、
小
笠
原
氏
の
支
配
下
に
あ
っ

た
よ
う
で
す
。
混
迷
の
月
日
が
流

れ
天
正
15
年
、
貞
慶
と
家
康
と
の

関
係
が
好
転
し
た
こ
と
で
戦
乱
状

態
に
一
応
終
止
符
が
打
た
れ
ま
し

た
。
天
正
17
年
に
は
家
督
を
継
い

だ
貞
慶
の
子
、
貞
政（
秀
政
）が
家

康
か
ら
筑
摩
・
安
曇
郡
の
松
本
領

を
安
堵
さ
れ
、
家
康
の
家
臣
に
加

わ
り
ま
し
た
。
ち
な
み
に
翌
年
の

天
正
18
年
、
信
濃
松
本
10
万
石
に

加
増
移
封
さ
れ
た
石
川
数
正
は
慶

長
18
年（
１
６
１
３
年
）ま
で
の
23

年
間
、
嫡
男
康
長
と
共
に
松
本
城

下
町
の
建
設
に
務
め
ま
し
た
。
ま

た
、
関
ヶ
原
の
戦
い
後
に
飯
田
に

移
封
さ
れ
て
い
た
小
笠
原
秀
政
は

慶
長
18
年
に
松
本
領
へ
復
帰
を
果

た
し
ま
し
た
。

戦
国
時
代
の
現
実

　

ド
ラ
マ
や
映
画
で
描
か
れ
る
、

上
の
も
の
に
付
き
従
う
主
従
関

係
や
忠
義
は
、
戦
国
時
代
は
ほ
と

ん
ど
な
か
っ
た
こ
と
が
当
時
の
古

文
書
か
ら
読
み
取
れ
る
よ
う
で

す
。
誰
に
組
み
す
れ
ば
生
き
残
れ

る
か
、
あ
る
い
は
得
を
す
る
の

か
、
こ
の
考
え
方
が
根
底
に
あ
る

の
で
強
者
に
は
争
わ
ず
従
う
こ
と

が
重
要
で
し
た
。
そ
の
た
め
、
裏

切
り
や
立
場
の
放
棄
も
殊こ

と
さ
ら更
悪
い

こ
と
で
は
な
い
と
さ
れ
て
い
た
よ

う
で
す
。
こ
れ
が
も
し
、
敵
対
し

て
合
戦
を
し
て
敗
れ
る
と
悲
惨
で

す
。
武
将
た
ち
は
全
員
首
を
落
と

さ
れ
、全
財
産
は
略
奪
さ
れ
ま
す
。

ま
た
、
女お

ん
な

子こ

ど
も
は
拉
致
さ
れ
奴

隷
と
な
り
、
場
合
に
よ
っ
て
は
海

を
越
え
東
南
ア
ジ
ア
の
国
へ
売
ら

れ
て
い
た
こ
と
が
わ
か
っ
て
い
ま

す
。
ま
さ
に
地
獄
で
す
。

　

笹
本
さ
ん
は
戦
国
時
代
は
嫌
い

だ
と
話
し
ま
す
。
嫌
い
だ
か
ら
こ

そ
歴
史
研
究
を
し
て
い
る
の
だ

と
。『
強
い
も
の
が
弱
い
も
の
か

ら
奪
う
』
こ
れ
が
戦
国
時
代
の
本

質
で
あ
っ
て
、
狂
気
の
時
代
だ
っ

た
と
考
え
さ
せ
ら
れ
ま
し
た
。

　

長
年
、
山
形
村
清
水
寺
の
管
理

人
を
務
め
ら
れ
た
倉
畑
道
久
さ

ん
・
よ
し
子
さ
ん
ご
夫
妻
が
令
和

６
年
３
月
末
を
も
っ
て
ご
退
任
さ

れ
ま
し
た
。
倉
畑
さ
ん
は
平
成
24

年（
２
０
１
２
年
）か
ら
12
年
に
わ

た
り
清
水
寺
境
内
の
保
全
や
、
参

拝
者
の
案
内
な
ど
を
住
み
込
み
で

担
当
さ
れ
ま
し
た
。

　

倉
畑
さ
ん
か
ら
館
報
読
者
の
皆

さ
ん
へ
コ
メ
ン
ト
を
い
た
だ
き
ま

し
た
の
で
掲
載
し
ま
す
。

　

長
年
に
わ
た
り
清
水
寺
を
守
っ

て
い
た
だ
き
、
あ
り
が
と
う
ご
ざ

い
ま
し
た
。
そ
し
て
、
お
疲
れ
様

で
し
た
。

　

な
お
、後
任
の
方
に
つ
い
て
は
、

次
号
で
お
知
ら
せ
い
た
し
ま
す
。

山
形
村
歴
史
講
演
会　

�

３
月
24
日
㈰

激
突
す
る
権
力
の
狭
間
で

�

～
武
田
氏
滅
亡
後
の
信
濃
～

清
水
寺
管
理
人
さ
ん
ご
退
任

村の山城は民衆が自分たちの安全を
守るために整備したのではないかと
語る笹本さん

　
こ
の
ほ
ど
、
私
た
ち
は
山
形
村
清

水
寺
の
管
理
人
と
し
て
12
年
間
務
め

さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
が
、
３
月

末
を
も
っ
て
辞
さ
せ
て
い
た
だ
く
こ

と
に
な
り
ま
し
た
。

　
在
職
中
は
山
形
村
民
の
皆
さ
ま
を

は
じ
め
、
京
都
清
水
寺
の
皆
さ
ま
や

県
内
外
の
方
に
大
変
お
世
話
に
な
り

ま
し
た
。

　

本
当
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し

た
。
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コ
ロ
ナ
5
類
移
行
に
伴
い
、
4
年
ぶ

り
に
通
常
運
転
に
戻
っ
た
図
書
館
で
す
。

令
和
5
年
度
は
、
子
ど
も
た
ち
の
大

好
き
な
食
べ
物
イ

ベ
ン
ト
『
か
ら
す

の
ぱ
ん
や
さ
ん
の

パ
ン
作
り
』
で
幕

開
け
。
夏
は
ビ
オ

ト
ー
プ
で
自
然
に

ど
っ
ぷ
り
つ
か
り
、

秋
は
ナ
イ
ト
ラ
イ

ブ
ラ
リ
ー
で
物
語

に
し
っ
と
り
浸
り
、

冬
は
消
し
ゴ
ム
ハ

ン
コ
や
け
ん
玉
を

たっぷ
り
楽
し
み
…

計
画
し
た
イ
ベ
ン

ト
は
す
べ
て
盛
況

の
う
ち
に
終
了
し

『
図
書
館
の
い
ま
』

～
令
和
５
年
度
の
総
括

ま
し
た
。

　

蔵
書
数
は
３
７
、０
０
０
冊
（
開
架

２
８
、０
０
０
冊
）を
超
え
ま
し
た
。
現

図
書
館
の
容
量
オ
ー
バ
ー
な
の
で
す
が
、

皆
さ
ん
に
た
く
さ
ん
利
用
し
て
い
た
だ

い
て
い
る
お
か
げ
で
、
な
ん
と
か
棚
に

収
ま
っ
て
い
ま
す
。

　

令
和
５
年
度
は
子
ど
も
た
ち
の
居
場

所
支
援
事
業
が
ス
タ
ー
ト
し
、
居
場
所

を
利
用
す
る
子
ど
も
た
ち
が
毎
日
図
書

館
に
来
て
く
れ
た
の
で
、
入
館
者
数
を

大
き
く
伸
ば
し
ま
し
た
。
複
合
施
設
の

中
に
あ
る
図
書
館
の
強
み
だ
と
思
い
ま
す
。

　

令
和
6
年
度
も
心
躍
る
企
画
を
用
意

し
て
い
ま
す
。
図
書
館
に
足
を
運
ん
で

く
だ
さ
い
。

　

３
月
13
日
㈬
、
楽
し
み
に
し
て
い
た

遠
足
な
の
に
雨
！
と
い
う
訳
で
、
山

形
保
育
園
の
年
中
・
年
長
さ
ん
１
２
０

人
が
図
書
館
探
検
に
来
て
く
れ
ま
し
た
。

好
き
な
本
を
手
に
し
た
り
、
先
生
に
読

み
聞
か
せ
て
も
ら
っ
た
り
、
お
お
い
に

楽
し
ん
で
も
ら
い
ま
し
た
。

　

後
日「
図
書
館
に
行
き
た
い
!!
」と
お

う
ち
の
人
を
連
れ
て
再
訪
し
て
く
れ
る

子
が
何
人
も
い
ま
し
た
。

　

今
後
は
お
散
歩
コ
ー
ス
に『
図
書
館
』

も
加
え
て
ほ
し
い
な
あ
。

〈
お
す
す
め
新
着
本
紹
介
〉

『
ゆ
る
Ｄ
Ｉ
Ｙ
』�

さ
し
ゃ（
イ
ン
プ
レ
ス
）

　

簡
単
、時
短
、ロ
ー

コ
ス
ト
で
、
ゆ
る
～

く
Ｄ
Ｉ
Ｙ
を
楽
し
み

ま
し
ょ
う
。
収
納
付

き
ベ
ン
チ
な
ど
、
シ
ン
プ
ル
な
工
程
で

で
き
る
ア
イ
テ
ム
を
紹
介
し
ま
す
。

『
弁
当
は
定
番
お
か
ず
の
く
り
返
し
で

い
い
』�

井
原
裕
子（
学
研
）

　

そ
う
言
っ
て
も
ら

え
る
と
気
が
楽
で
す
。

主
菜
は
人
気
の
定
番

お
か
ず
で
決
ま
り
！

4
月
か
ら
弁
当
生
活
が
始
ま
っ
た
人
に

お
す
す
め
し
ま
す
。

『
学
芸
員
し
か
知
ら
な
い
美
術
館
が
楽

し
く
な
る
話
』　
ち
い
さ
な
美
術
館
の

学
芸
員（
産
業
編
集
セ
ン
タ
ー
）

　
「
展
覧
会
が
で
き

る
ま
で
」「
学
芸
員
と

い
う
仕
事
」「
美
術
館

を
楽
し
む
ヒ
ン
ト
」

な
ど
。舞
台
裏
を
知
る
と
、別
の「
観
る
」

楽
し
み
が
広
が
り
ま
す
。

『
ト
イ
レ
か
ら
は
じ
め
る
防
災
ハ
ン
ド

ブ
ッ
ク
』�

加
藤
篤一（
学
芸
出
版
社
）

　

備
え
は
後
回
し
に

さ
れ
が
ち
な
「
ト
イ

レ
」。
実
は
被
災
地

の
深
刻
な
問
題
で
す
。

安
心
で
き
る
ト
イ
レ
環
境
は
、
命
を
守

る
こ
と
の
次
に
大
切
で
す
。

『
り
ん
ご
り
ら
っ
ぱ
』

�

あ
べ
け
ん
じ（
福
音
館
）

　

り
ん
ご
→
ご
り
ら
→

ら
っ
ぱ
を
つ
な
げ
て
り

ん
ご
り
ら
っ
ぱ
。
そ
こ

に
次
々
と
こ
と
ば
が
つ

な
が
る
、
ゆ
か
い
な
し

り
と
り
絵
本
で
す
。

『
ひ
ら
が
な
さ
ん
、
じ
け
ん
で
す
！
』

�

正
高
も
と
こ（
く
も
ん
出
版
）

　

ひ
ら
が
な
さ
ん
が
仲

良
く
暮
ら
す
村
で
、「
な
」

や
「
か
」
に
つ
い
て
い
た

「
て
ん
」
が
無
く
な
る
事

件
が
起
き
ま
す
。
て
ん

を
持
ち
去
っ
た
犯
人
は
？
仲
間
の
大
捜

索
が
始
ま
り
ま
す
。

こどもの読書週間
（4月23日～5月12日）
 「今年も走ろう、
          読書マラソン2024」
　村図書館・学校図書館共催、10年目
の読書マラソンです。昨年度は60人が
完走しました。
　今年度も11コース用意しました。
　どのコースも魅力たっぷり、自信を
持ってお勧めします。
　小学校にも村図書館にも専用コーナー
を用意しました。図書館HPにもリスト
をアップしています。
　完走者には完走賞と宝箱を開ける権利
を差し上げます。
　走るコースは自由、時間制限なし。
　自分のペースでゆっくり走ろう！

Ｂ
Ｏ
Ｏ
Ｋ
　
　
新
着
本
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小
さ
な
お
客
さ
ん
の
、

�

図
書
館
探
検
！

令和５年度 蔵書数　図書37,258冊　CD・DVD1,266点
利用登録者　4,420人（村内3,795人　村外625人）

令和４年度 令和５年度 前年度比
貸出冊数 38,403冊 37,207冊   97％
貸出人数 10,628人 10,789人 102％
入館者数 11,907人 14,158人 119％

平成6年度図書館イベント（予定）
詳細はチラシ・ＨＰなどでその都度お知らせします。

3月 2月 1月 11月 10月 8月 7月 5月 4月
『
年
間
貸
出
ベ
ス
ト
』
展

『
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
』
展

蜜
蝋
ラ
ッ
プ
講
座

開
運
『
帯
く
じ
』

文
化
祭　
か
ん
た
ん
工
作

リ
サ
イ
ク
ル
ブ
ッ
ク

多
肉
植
物
寄
せ
植
え
講
座

Ｄ
Ｖ
Ｄ
鑑
賞
会

『
ラ
ジ
オ
』
展

電
子
工
作

『
ト
ラ
ン
ジ
ス
タ
ラ
ジ
オ
作
り
』

旧
伝
承
館
と
の
コ
ラ
ボ
企
画

グ
ロ
ー
バ
ル
お
は
な
し
会

『
本
で
め
ぐ
る
世
界
』
展
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◇
区
長（
新
任
）

　

上
大
池�

中
村　

康
利

　

小　

坂�

永
田　

善
正

◇
山
形
保
育
園
保
護
者
会

会　

長�

野
村 

咲
菜
恵

副
会
長�

中
村 　

智
子

書　

記�

中
村 

彩
由
実

会　

計�

上
條 

ま
ど
か

幹　

事�

大
池 　
　

友

　

〃　

�

鬼
頭 　

希
和

支
部
長（
上
大
池
）�

山
﨑 　

和
佳

　

〃　
（
中
大
池
）�

平
沢 　

幸
子

　

〃　
（
小　

坂
）�

中
川 　
　

舞

　

〃　
（
下
大
池
）�

小
林 　

真
澄

　

〃　
（
上
竹
田
）�

丸
山 　

敦
子

　

〃　
（
下
竹
田
）�

塚
田 　

翔
太

◇
山
形
小
学
校
Ｐ
Ｔ
Ａ

会　

長�

齋
藤 　

祐
馬

副
会
長�

桐
原 　

貴
弘

　

〃　

�

佐
々
木 

美
幸

　

〃　
（
郡
P
委
員
）�市
川　

 

樹
理

会　

計　

�

宮
本 　

宣
子

　

〃　

�

村
上 　

瑞
恵

監　

事�

塩
原 　
　

忍

　

〃　

�

藤
原 　

和
美

支
部
長（
上
大
池
）�

�

シ
ュ
ラ
ー
ク
さ
や
か

　

〃　
（
中
大
池
）�

上
條　

 

政
彰

　

〃　
（
小　

坂
）�

川
上　

 　

夢

　

〃　
（
下
大
池
）�

粟
津
原 　

丈

　

〃　
（
上
竹
田
）�

黒
沢 　

美
雪

　

〃　
（
下
竹
田
）�

濟
藤 　

文
美

広
報
部
長�

荻
上 　
　

慶

学
級
部
長�

羽
廣 　

郁
美

教
養
部
長�

恩
田 　
　

功

生
活
指
導
部
長�
山
﨑 　

ゆ
か

施
設
部
長�
内
堀 　

優
太

◇
小
学
校
に
迎
え
た
先
生

　
（
四
賀
小
よ
り
）�

岩
淵 　

優
太

　
（
塩
尻
広
丘
小
よ
り
）�大
野 　

幸
子

　
（
新
規
採
用
）�

北
原 　

綾
乃

　
（
新
規
採
用
）�

日
下
部 

拓
朗

　
（
塩
尻
宗
賀
小
よ
り
）�戸
辺 　
　

修

　
（
松
本
芝
沢
小
よ
り
）�廣
田 　

悦
子

　
（
塩
尻
西
小
よ
り
）�古
旗 　

雅
子

　
（
塩
尻
片
丘
小
よ
り
）�山
下 　
　

同

　
（
塩
尻
吉
田
小
よ
り
）�市
川 　

麻
生

　
（
塩
尻
西
小
よ
り
）�中
村 

恵
梨
那

　
（
松
本
市
西
部
給
食
セ
ン
タ
ー
よ
り
）

�

斉
藤 　
　

歩

　
（
木
曽
日
義
小
よ
り
）�原　

 　

明
子

　
（
新
規
採
用
）�

石
川 　

利
恵

◇
鉢
盛
中
学
校
Ｐ
Ｔ
Ａ

（
山
形
村
関
係
分
）

副
会
長�

佐
野 　
　

学

幹　

事�

髙
倉 　
　

愛

顧　

問�

春
日 　
　

仁

支
部
長（
上
大
池
）�

和
田 　
　

泉

　

〃　
（
中
大
池
）�

藤
原 　

和
美

　

〃　
（
小　

坂
）�

西
牧 　

智
子

　

〃　
（
下
大
池
）�

小
林 　

早
香

　

〃　
（
上
竹
田
）�

須
山 　

牧
子

　

〃　
（
下
竹
田
）�

野
口 　

詩
穂

◇
中
学
校
に
迎
え
た
先
生

（
安
曇
野
三
郷
小
よ
り
）�

岩
崎　

佳
弘

（
松
本
市
教
育
委
員
会
学
校
教
育
課
よ
り
）

�

今
野 　

美
穂

（
松
本
清
水
中
よ
り
）�小
口 　

往
子

（
松
本
波
田
中
よ
り
）�上
條 　

俊
文

（
松
本
開
明
小
よ
り
）�古
井 　

幸
乃

（
新
規
採
用
）�

高
山 　

知
恵

◇
公
民
館
報
編
集
部
員

部　

長（
上
大
池
）�

中
村　

辰
弘

部　

員（
上
竹
田
）�

清
原　

義
雄

　

〃　
（
中
大
池
）�

荻
上　
　

慶

　

〃　
（
下
竹
田
）�

赤
羽　

圭
介

　

〃　
（
下
竹
田
）�

百
瀬　

志
帆

　

〃　
（
小　

坂
）�

稲
田　
　

巧

　

〃　
（
下
竹
田
）�
村
田　

千
春

　

〃　
（
下
大
池
）�
大
岩　

音
寧

　

今
年
度
よ
り
新
た
に
館
報
編
集

部
員
と
な
り
ま
し
た
、
村
田
千
春

で
す
。
小
学
5
年
生
よ
り
山
形
村

で
育
ち
、
2
月
か
ら
地
元
で
あ
る

山
形
村
の
地
域
お
こ
し
協
力
隊

と
し
て
着
任
し
ま
し
た
。
観
光
振

興
担
当
と
し
て「
山
形
村
の
良
さ
」

を
活
か
し
て
何
が
で
き
る
の
か
模

索
し
て
い
ま
す
。
地
域
お
こ
し
協

力
隊
の
目
線
で
様
々
な
情
報
を
お

伝
え
出
来
れ
ば
と
思
っ
て
い
ま
す

の
で
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま

す
。

　

今
年
度
よ
り
新
た
に
編
集
部
の

一
員
と
な
り
ま
し
た
、
下
大
池
区

の
大
岩
音
寧
で
す
。

　

昨
年
は
山
形
じ
ゃ
ん
ず
ら
の

「
じ
ゃ
ん
ぷ
ろ
」
で
代
表
を
務
め
、

若
者
の
活
動
を
支
え
て
き
ま
し

た
。

　

編
集
部
で
は
山
形
村
の
魅
力
を

住
民
の
方
々
を
中
心
に
再
発
見
し

て
い
た
だ
け
る
よ
う
尽
力
し
、
地

域
の
活
性
化
に
貢
献
で
き
た
ら
と

思
い
ま
す
。
ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く
お

願
い
い
た
し
ま
す
。

　

今
年
度
か
ら
、
館
報
編
集
部
の

一
員
に
な
り
ま
し
た
、小
坂
地
区
、

稲
田
巧
で
す
。

　

館
報
は
、
よ
く
拝
見
さ
せ
て
も

ら
っ
て
い
ま
し
た
が
、
自
分
が
発

行
す
る
側
に
な
る
事
に
、
と
て
も

緊
張
し
て
ま
す
が
、
村
民
の
皆
さ

ま
が
楽
し
く
読
ん
で
い
た
だ
け
る

よ
う
な
館
報
を
作
れ
る
よ
う
に
頑

張
り
た
い
と
思
い
ま
す
!

　

よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

人
の
動
き

人
の
動
き

（
敬
称
略
）

（
敬
称
略
）

新
編
集
部
員
紹
介村田　千春

（下竹田）

稲田　巧
（小坂）

大岩　音
ね ね

寧
（下大池）
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新しい友だちの入園と在園児の進級を
お祝いし、春の歌と手遊びを一緒に楽
しみました。

年少組の子どもたちが、保護者の方と一緒に入園式に参
加しました。新入園児を迎え、和やかに新年度がスター
トしました。

これから始まる中学生生活を楽しみにしてきた
新入生。全校笑顔いっぱいで新年度がスタート！

元気いっぱい、笑顔あふれる63名の１
年生を迎えることができました。

保護者、地域の皆さん、在校生から思
いを込めた歌声を送られながら堂どう
とした姿で巣立っていきました。

今年度は来賓の方をお呼びしてトレーニングセンターで行いました。
出席された方がたに見守られ、卒園児はのびやかにリズムと歌を歌い、
晴れやかな表情で卒園しました。

年長組の子どもたちが、友だちと話し、考えを出しあっ
て行われた卒園式は、保護者の方に見守られ、温かい
式となりました。

保護者の皆さん、地域の皆さん、在校生、職員、
たくさんの方に温かく見守られながら巣立って
いきました。

～
卒
園
式
～

～
卒
園
式
～

～
卒
業
式
～

～
は
じ
め
の
会
～

～
入
園
式
～

～
入
学
式
～

～入学式～ ～卒業式～

９
名
卒
園

54
名
卒
園

１
６
３
名
卒
業

１
１
４
名
入
学

63名入学 76名卒業

（
う
ち
山
形
村
１
０
２
名
）

（
う
ち
山
形
村
72
名
）

７
名
入
園

45
名
入
園

や
ま
の
こ
保
育
園

山
形
保
育
園

鉢
盛
中
学
校

山
形
小
学
校

卒
業
・
卒
園

卒
業
・
卒
園

��
入
学
・
入
園
特
集

入
学
・
入
園
特
集

鉢
盛
中
学
校 

合
唱
部

�

春
の
コ
ン
サ
ー
ト

　

3
月
23
日
㈯
、
ミ
ラ
・
フ
ー
ド

館
に
て
鉢
盛
中
学
校
合
唱
部
に
よ

る
春
の
コ
ン
サ
ー
ト
が
、
こ
ど
も

コ
ー
ラ
スTanpopo

、
信
州
大
学

グ
リ
ー
ク
ラ
ブ
も
参
加
し
て
盛
大

に
開
か
れ
ま
し
た
。

　

現
在
、
鉢
盛
中
学
校
合
唱
部
は

新
入
部
員
を
募
集
中
と
の
こ
と
。

新
入
生
に
限
ら
ず
、
心
を
一
つ
に

歌
う
こ
と
の
喜
び
を
味
わ
い
た
い

生
徒
を
お
待
ち
し
て
い
る
そ
う
で

す
。



お
迎
え
し
て
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

三
百
六
十
五
歩
の
マ
ー
チ
（
昭

和
43
年
水
前

寺
清
子
）
を

皮
切
り
に
、

全
15
曲
を
腹

式
呼
吸
で
声

を
出
し
、
皆

で
歌
う
こ
と

で
一
体
感
が

得
ら
れ
た
最

終
回
と
な
り

ま
し
た
。

　

3
月
19
日
㈫
、
ト
レ
ー
ニ
ン
グ

セ
ン
タ
ー
調
理
室
に
て
、
沖
縄
料

理
講
座
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
当
日

は
、
地
域
お
こ
し
協
力
隊
の
幸
地

慶
さ
ん（
下
竹
田
※
沖
縄
県
出
身
）

が
講
師
を
務
め
、
沖
縄
の
一
般
的

な
家
庭
料
理
3
品
を
作
り
ま
し

た
。
い
ず
れ
も
簡
単
に
作
る
こ
と

が
で
き
て

美
味
し
い

本
場
の
沖

縄
料
理
で

し
た
。
会

話
も
弾
み
、

参
加
者
の

皆
さ
ん
も

楽
し
み
な

が
ら
料
理

を
作
っ
て
い
ま
し
た
。
最
後
に
は

「
ま
た
開
催
し
て
欲
し
い
」と
の
声

も
聞
か
れ
ま
し
た
。

　

3
月
22
日
㈮
、
ト
レ
ー
ニ
ン
グ

セ
ン
タ
ー
調
理
室
に
て
ス
コ
ー
ン

講
座
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
講
師
は

元
地
域
お
こ
し
協
力
隊
で
ス
コ
ー

ン
を
製
造
販
売
さ
れ
て
い
る
穴あ

な
ざ
わ澤

雅ま
さ

美み

さ
ん（
上
大
池
）。
幅
広
い
年

代
の
参
加

者
が
集
ま

り
、
お
菓

子
に
も
食

事
に
も
な

る
ス
コ
ー

ン
づ
く
り

を
楽
し
み

ま
し
た
。

　

３
月
15
日
㈮
、
ト

レ
ー
ニ
ン
グ
セ
ン
タ
ー

大
ホ
ー
ル
に
て
、
イ

ン
ナ
ー
マ
ッ
ス
ル
ト
レ
ー
ニ
ン
グ

講
座
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
参
加
者

は
、
見
て
い
る
だ
け
で
も
『
キ
ツ

そ
う
だ
な
…
』
と
感
じ
る
動
作
で

筋
肉
を
鍛
え
て
い
ま
し
た
。
笑
い

も
あ
り
、
そ
の
中
で
参
加
者
の
真

剣
な
表
情
が
印
象
的
で
し
た
。
講

師
の
飯
島
泰
俊
さ
ん（
安
曇
野
市
）

は
「
筋
ト
レ
を
し
な
い
と
筋
力
が

落
ち
体
温
が
下
が
り
ま
す
。
体

の
免
疫
力

が
下
が
り
、

病
気
が
ち

に
な
っ
て

し
ま
い
ま

す
」と
、
筋

ト
レ
の
重

要
さ
を
話

し
て
く
れ

ま
し
た
。

　

3
月
19
日
㈫
、
ミ
ラ
・
フ
ー
ド

館
に
て
、
15
名
の
参
加
の
も
と
講

師
に
小
林
佳
子
さ
ん（
下
大
池
）を

ス
コ
ー
ン

活
き
生
き
塾 

最
終
回

「
合
唱
～
青
春
は
止
ま
ら
な
い
」

イ
ン
ナ
ー

マ
ッ
ス
ル

　

来
賓
で
観
光
協
会
会
長
の
林
和

男
さ
ん
か
ら
は
「
一
時
は
山
形
村

観
光
と
言
え
ば
り
ん
ご
オ
ー
ナ
ー

に
尽
き
る
と
い
う
ほ
ど
盛
ん
で
あ

り
ま
し
た
。
村
に
多
く
の
人
を
呼

ぶ
オ
ー
ナ
ー
制
度
に
は
本
当
に
お

世
話
に
な
り
ま
し
た
」
と
園
主
の

皆
さ
ん
を
労
い
ま
し
た
。
最
後
の

園
主
会
長
の
小
林
博
幸
さ
ん
（
小

坂
）は「
本
日
で
園
主
会
は
最
後
で

あ
り
ま
す
が
、
ま
た
何
か
し
ら

違
っ
た
形
で
山
形
村
の
り
ん
ご
を

発
信
し
て
い
き
た
い
」
と
今
後
の

抱
負
を
語
り
ま
し
た
。
今
後
、
希

望
の
あ
っ
た
オ
ー
ナ
ー
に
は
園
主

が
同
意
す

れ
ば
個
人

的
な
継
続

が
可
能
で

す
が
、
基

本
新
規
の

募
集
は

行
っ
て
い

な
い
と
の

こ
と
で
す
。

　

３
月
20
日
㈬
、
ふ
れ
あ
い
ド
ー

ム
と
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
セ
ン
タ
ー
体

育
館
に
て
、
山
形
村
と
諏
訪
市
の

ス
ポ
ー
ツ
推
進
委
員
同
士
の
交
流

会
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
そ
れ
ぞ
れ

が
力
を
入
れ
て
い
る『
モ
ル
ッ
ク
』
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松
原　
　

湊ミ
ナ
ト　

華　

乃　

上
竹
田

　
　
　
　
　
　

昂　

陽

西
島　

瑠ル

カ佳　
　
　
　
　

上
大
池

　
　
　
　
　
　

美　

優

　
　
　
　
　
　

信　

彦

宮
川　

悠ユ
ウ
ジ
ン仁　
　
　
　
　

下
大
池

　
　
　
　
　
　

茂　

子

　
　
　
　
　
　
　

将

古
畑　
　

馨カ
オ
ル　
　
　
　
　

上
竹
田

　
　
　
　
　
　
　

綾

　
　
　
　
　
　
　

友 

大
池　
　

蘭ラ
ン　
　
　
　
　

下
大
池

　
　
　
　
　
　

沙
耶
華

髙
木　

 

昭
子  

・  

80
歳
・
上
竹
田

大
池　

 

浚
三  

・  

79
歳
・
下
大
池

住
吉　

 

園
子  

・  

84
歳
・
小　

坂

大
久
保 

晴
之  

・  

55
歳
・
小　

坂

百
瀬　

 

恭
夫  

・  

80
歳
・
上
竹
田

簱
町　

 　

進  

・  

57
歳
・
下
大
池

籠
田 

ち
ゑ
子  

・  

97
歳
・
小　

坂

お
　
め
　
で
　
た
　

お
　
め
　
で
　
た
　（
子
・
親
）

（
子
・
親
）

お
　
く
　
や
　
み

お
　
く
　
や
　
み

（敬称略）（敬称略）

　

園
主
会
は
３
月
25
日
㈪
、
民
宿

か
ね
も
と
で
、
最
後
の
通
常
総
会

を
行
い
ま
し
た
。
去
る
2
月
1
日

㈭
に
歴
代
園
主
を
交
え
た
解
散
会

が
開
催
さ
れ
て
い
て
、
25
日
は
園

主
と
各
部
署
の
担
当
が
集
ま
り
収

支
報
告
が
主
な
議
題
で
し
た
。

と
『
ヘ
ル

ス
バ
レ
ー

ボ
ー
ル
』

と
い
う

ニ
ュ
ー
ス

ポ
ー
ツ
を
、

お
互
い
に

教
え
あ
い

実
際
に
プ

レ
イ
し
て

楽
し
く
学

び
ま
し
た
。

沖
縄
料
理

山
形
村
り
ん
ご
オ
ー
ナ
ー

�
園
主
会
総
会

ス
ポ
ー
ツ
交
流
会
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　　　 海洋センタープール監視員大募集‼
　６月22日㈯に開館予定のB&G海洋センターのプール監
視員を募集します。経験の有無は問いません。一緒にプー
ルの安全を守ってくれる方を募集します。
内容　プールの受付、監視、清掃　など
期間　６月22日㈯～９月7日㈯　
　　　※事前に３時間程度の救命講習を実施します。
時間　午前９時～午後５時（シフト制）
　　　※�平日のみ、休日のみ、午前・午後のみなどご相談ください。
時給　�950円（通勤距離２㎞以上の場合は別途通勤手当あり）
資格　高校生以上の方
申込　�５月17日㈮までに教育委員会（☎0263-98-3155）

へご連絡ください。

　

こ
の
度
、
令
和
６
年
度
の
山
形
小
学
校
Ｐ
Ｔ
Ａ
会
長
を
務
め
さ

せ
て
い
た
だ
き
ま
す
、
下
竹
田
の
齋
藤
と
申
し
ま
す
。
私
は
福
島

県
郡
山
市
出
身
で
、
２
０
１
１
年
３
月
の
東
日
本
大
震
災
後
の
７

月
よ
り
山
形
村
へ
移
住
。
気
候
も
出
身
地
と
似
て
い
て
、
地
域
の

方
々
の
温
か
さ
も
あ
り
、
す
ぐ
に
馴
染
む
こ
と
で
き
ま
し
た
。

　

趣
味
は
ト
ラ
ン
ペ
ッ
ト
を
始
め
と
す
る
金
管
楽
器
演
奏
で
、
イ

ベ
ン
ト
活
動
や
子
ど
も
た
ち
へ
の
講
師
と
し
て
も
積
極
的
に
取

り
組
ん
で
お
り
ま
す
。
昨
年
度
の
山
形
小
学
校
の
音
楽
会
で
は
、

子
ど
も
た
ち
の
金
管
バ
ン
ド
演
奏
で
指
揮
を
さ
せ
て
い
た
だ
き

ま
し
た
。
今
年
度
も
Ｐ
Ｔ
Ａ
会
長
と
し
て
年
間
行
事
を
通
し
た
子

ど
も
た
ち
の
活
動
に
寄
り
添
っ
て
い
き
た
い
と
思
っ
て
お
り
ま

す
。

　

Ｐ
Ｔ
Ａ
活
動
と
は
、
子
ど
も
た
ち
に
関
わ
る
こ
と
の
で
き
る
大

人
が
、
学
校
や
地
域
で
の
生
活
を
サ
ポ
ー
ト
し
、
子
ど
も
た
ち
が

「
社
会
に
出
て
い
く
た
め
の
力
を
養
う
」こ
と
が
目
的
で
あ
る
と
考

え
て
お
り
ま
す
。
保
護
者
の
方
々
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、
自
分
の

子
ど
も
が
関
わ
る
環
境
を
守
る
、
小
学
校
や
地
域
活
動
に
参
加
し

て
一
緒
に
楽
し
む
、
そ
れ
だ
け
で
も
Ｐ
Ｔ
Ａ
活
動
と
し
て
の
相
乗

効
果
と
な
り
ま
す
の
で
、
ご
多
忙
で
あ
る
と
は
存
じ
ま
す
が
、
子

ど
も
た
ち
が
過
ご
す
環
境
を
よ
り
よ
く
す
る
た
め
に
ご
協
力
の

程
、
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　

ま
た
、
私
ご
と
で
は
あ
り
ま
す
が
、
子
ど
も
の
教
育
方
針
に
つ

い
て
。
私
は
子
ど
も
で
も『
一
人
の
人
間
』と
し
て
接
す
る
と
い
う

こ
と
を
大
事
に
し
て
い
ま
す
、
具
体
的
に
は
質
問
が
あ
っ
た
時
に

「
子
ど
も
だ
か
ら
」と
、
説
明
を
端
折
ら
な
い
こ
と
。
子
ど
も
の
質

問
＝
好
奇
心
で
あ
り
、
自
身
が
抱
え
た
課
題
で
も
あ
り
ま
す
。
課

題
を
解
決
し
た
い
か
ら
、
頼
り
に
な
る
存
在
＝
大
人
に
助
け
を
求

め
て
い
ま
す
。
返
答
に
対
し
て
、
全
て
が
理
解
ま
で
は
繋
が
る
わ

け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
大
切
な
の
は
「
子
ど
も
が
求
め
た
こ
と

に
対
し
て
、
真
摯
に
受
け
止
め
、
対
応
し
て
く
れ
た
事
実
」
だ
と

思
っ
て
い
ま
す
。
関
わ
り
が
い
が
あ
っ
て
関
わ
り
や
す
い
Ｐ
Ｔ
Ａ

を
構
築
し
て
い
く
た
め
に
、
皆
様
か
ら
の
意
見
も
真
摯
に
受
け
止

め
、
今
年
度
の
大
役
に
尽
力
し
て
ま
い
り
ま
す
の
で
、
ど
う
ぞ
よ

ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

「やって見せて、やらせて見せて
　　　子どもたちへの理想の
　　　　　　　姿を映す鏡となる」

令和６年度
　  山形小学校ＰＴＡ会長　齋

さいとう

藤  祐
ゆう

馬
ま

 （下竹田）

　

身
近
に
あ
る
自
然
を
観
察
し
、
そ
の
魅
力
を
発
見
・
発
信
す
る

Ｙ
（
や
ま
が
た
）
ふ
る
さ
と
レ
ン
ジ
ャ
ー
隊
の
令
和
5
年
度
パ
ン
フ

レ
ッ
ト『
信
州
・
山
形
村  

清
水
高
原
の
遊
歩
道
』が
完
成
し
ま
し
た
。

　

令
和
5
年
度
は
清
水
高
原
の
遊
歩
道
を

テ
ー
マ
に
活
動
し
て
き
ま
し
た
。
実
際
に

レ
ン
ジ
ャ
ー
隊
が
遊
歩
道
を
歩
き
、
そ
こ

で
見
る
こ
と
が
で
き
る
植
物
や
生
き
物
を

写
真
に
収
め
た
り
絵
を
描
い
た
り
し
て
ま

と
め
ま
し
た
。

　

清
水
高
原
か
ら
は
山
形
村
を
は
じ
め
、

松
本
平
、
安
曇
野
を
一
望
で
き
る
場
所
も
あ
り
ま
す
。
植

物
や
生
き
物
を
見
ら
れ
る
ポ
イ
ン
ト
や
目
印
な
ど
も
載
せ

て
あ
り
ま
す
。
遊
歩
道
を
散
策
し
、
清
水
寺
で
お
参
り
も

楽
し
め
ま
す
。
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
は
公
共
施
設
に
設
置
し
て

あ
り
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
ご
活
用
く
だ
さ
い
！

ミニ ㉓
続

令和 5年度パンフレット

山形小学校にご寄付をいただきました
～　大切に使わせていただきます　～

　3月28日㈭、村内でシステム構築に係る設計及び
開発作業の請負と構築支援などを手掛ける株式会社
エス・アイ・シー代表取締役社長代

しろ

田
た

光
こう

志
じ

様が山形
小学校を訪れ、大池昌弘校長に「学校の教育活動に役
立ててほしい」と現金10万円のご寄付をいただきまし
た。教育活動充実のための備品購入などに充て、大
切に使わせていただきます。
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　ドキドキワクワクしながら入学してきた子どもたち。入学式でのしっかりした返事や元気な歌声から、これからの
学校生活に期待を膨らませ張り切っている様子が感じられました。みんな仲よくにっこにこの笑顔で、勉強や遊びを
していこうね。保護者や地域の皆さまにもお世話になります。よろしくお願いします。

　たくさんの初めてなことに出会い、心も体もフル回転の子どもたちです。早く学校の生活に慣れて、学習も遊びも
がんばっていきたいなと思っています。２組の子どもたちと一緒に楽しいことをいっぱい見つけていきたいです。ま
ずは、満開の枝垂れ桜の下で集合写真を撮るのが楽しみです。1年間よろしくお願いします。

　雪が解け枝垂れ桜の蕾
つぼみ

も膨らみはじめ、春の気配がいっそう濃くなる中、山形小学校の入学式が４月４日㈭に
行われました。今年度は63名の新1年生が入学しました。緊張した様子ながらも堂どうと入場する1年生と、それ
をあたたかく迎える在校生の姿に頼もしさを感じました。縁あってこの地域で育っている子どもたちが、山形小
学校ですこやかに過ごせることを願っています。

担
任

　
鷲わ

し
ざ
わ澤　

香か

織お
り 

先
生

担
任

　
市い

ち
か
わ川　

幸ゆ
き

世よ 

先
生

１
年
２
組

１
年
１
組




